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東⽇日本⼤大震災への⽀支援のステップ
イケアの企業理理念念「  より快適な毎⽇日を、より多くの⽅方に、」

イケアの企業理理念念「より多くの毎⽇日を、より多くの⽅方々に」を東北北でも実践すべく、震災直後いち早く震災⽀支援の実施
を決定いたしました。

⽀支援のステップと東北北におけるビジネスのイニシアティブ

イケアは、  確実に着実におこなうために⽀支援をおこなうため、次のステップによって実施されております。

ステップ1：避難所への緊急物資⽀支援
3⽉月14⽇日より各避難所へ必要な物資をお届けしました。その際には⼦子どもの⼼心のケアとして⽣生活物資⽀支援品と⼀一緒に
ソフトトイをお届けしました。

ステップ2：仮設住宅宅への⽣生活スターターキットの⽀支援
仮設住宅宅での⽣生活のスタートに⽋欠かせない⽣生活スタートキットを各仮設住宅宅へお届けしました。

ステップ3：IKEA仙台ミニショップのオープン
イケアのリーズナブルな商品がいつでもお買い求めいただけるように、仙台市泉区に⾮非営利利震災⽀支援⽬目的店舗
「IKEA仙台ミニショップ」をオープンいたしました、

ステップ4:「東⽇日本こどもプロジェクト」スタート
まだまだ⽀支援が必要であると判断し、イケアが「世界で⼀一番⼤大切切な存在」と考えている⼦子どもを⻑⾧長期に⽀支援するプ
ロジェクトへ移⾏行行。２年年間にわたり２億５千万円の活動⾦金金をもとに、  次の3フォーカスにわたり活動開始。
� ●保育環境の⽀支援
� ●遊びの⽀支援
� ●学習環境の⽀支援

ステップ5：IKEA仙台オープン�
2014年年内に仙台市あすと⻑⾧長町に店舗をオープン予定。さらにもっとリーズナブルな商品を⾝身近に提供いたします。
また現地の雇⽤用のお⼿手伝いをおこないます。

避難所への緊急物資⽀支援 イケアストアお客さまからの物資⽀支援
2012年年9⽉月IKEA仙台ミニショップをオープン

遊び場・機会づくり「ハッピー・プレイバス」導⼊入の経緯

イケアの考える「⼦子ども成⻑⾧長」と「遊び」
イケアは⼦子どもの成⻑⾧長に「遊びこと」「遊び⼼心を持つこと」は、とても⼤大切切なことであり、思いっきり遊ぶことを通じ
て⼦子どもは⼼心⾝身の成⻑⾧長を遂げるものと考えております。その考えはイケアで販売するすべての⼦子ども⽤用玩具・遊具・収
納⽤用品・家具などのいずれも反映され、⼦子どもの「もっとやってみたい」といいう向上⼼心をサポートする機能を備えて
おります。これをイケアではKids  Development（キッズ・デベロプメント）とよび、⻑⾧長い間商品の販売・イケアスト
ア内に常設している託児所での過ごし⽅方、また店内⼦子ども向けアクティビティのいずれにおいても、このKids  Devel-‐‑‒
opmentのポリシーを実践しております。
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「今」をサポートする「コト」の⽀支援
成⻑⾧長をする⼦子どもにとっての毎⽇日を健やかに過ごすことは、⾮非常に⼤大切切なものであると考えます。そのなかでも発散を
⼗十分におこなえないことは、成⻑⾧長への影響は必⾄至となるため、イケアは「まずやらなければならないこと、まず私たち
が出来ること」から⼦子どもへの⽀支援をスタートしました。
プログラム実施においては、仙台を拠点としたプロジェクトメンバーに加え、社員ボランティアによっておこないます
（計5〜～6名）。2012年年度度の社員ボランティアは合計104名にも上りました。

訪問場所決定のプロセス
窓⼝口の⼀一本化：被災および避難状況を短期に把握することが困難であったため、公平性を保つこと、また⽀支援ニーズを
把握する為に、連絡先を⾏行行政の担当者に限定
訪問先の決定：プロジェクト・コーディネーターを中⼼心としたプロジェクトメンバーにより、訪問先を決定。
プログラム詳細の決定：プロジェクトメンバー、当⽇日ハンドリングをする社員ボランティアによって決定。

思いっきり遊ぼう！ハッピー・プレイバスのプログラム内容
保育または児童施設などをの場所をお借りし、イケアの遊具・玩具を開放します。⽇日頃なかなか経験出来ないほどのた
くさんの遊具・玩具を⽤用意しているため、参加されるお⼦子さま全員が思い思いの遊びを思う存分楽しむことができま
す。また遊びのほかに異異⽂文化への関⼼心を持つきっかけづくりとして、スウェーデン企業と特⾊色をいかし、「スウェーデ
ンの森の動物クイズ」や「着ぐるみの登場」などを織り交ぜ、取り組みやすく⼯工夫をしております。

プログラム実施例例（保育所・幼稚園の場合 　所要時間60分）
保育プログラムへ組み込みをおこなっております。

時間 プログラム 詳細

9:40-‐‑‒9:45 バス⼊入庫・セットアップ ハッピー・プレイバス⼊入庫
..........3〜～5歳児向け� ホールに設置
..........0〜～2歳児向け� お部屋に設置

9:55-‐‑‒10:00 みんなあつまれ 0〜～2歳児のお⼦子さまも⼀一度度ホールにお集りください。

10:00-‐‑‒10:10 オープニング ハッピー・プレイバスの紹介
遊び⽅方の説明
0〜～2歳児のお⼦子さまお部屋へ移動

10:10-‐‑‒10:55 イケアの遊具で遊ぼう
からだ遊び

遊具・玩具開放
おもいっきり⾝身体を動かそう

０〜～２歳児のお⼦子さま 3〜～5歳児のお⼦子さま

お部屋で遊具あそび ホールで遊具遊び
アクティビティ：遊びながらの開始
おおきなおおきな絵を描こう
⼦子どもの遊び具合に応じて実⾏行行の有無を判断いたします。

10:50-‐‑‒11:00 おかたづけ・クロージング
スウェーデンの森からこんにちは
⻘青いオオカミくんといっしょにさよう
なら

ハッピー・プレイバスの仲間がやってきた
スウェーデンの動物クイズ
⻘青いオオカミくん（着ぐるみ）登場
オオカミくんからのおみやげ＆さようなら
おみやげは先⽣生にまとめて後ほどお渡しいたします。
オオカミくんとハイタッチでさようなら
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プログラムにおける期待効果
必要ことを当たり前におこなう活動であるため、プログラムがもたらす効果への期待は終始もっておりませんが、訪問
先からは、つぎのようなお声を多数いただきました。

●常⽇日頃のストレスの発散ができた
●実施中驚くほどにケンカを⾒見見ることがなかった
●震災後なかなか⾒見見せなかった震災前の⽣生き⽣生きした表情を⾒見見ることができた
●実施後の⾷食事や睡眠が良良くなった
●健常児と障碍児との差がなく、双⽅方楽しく遊べた 　 　など

2012年年実施実績（計60回、55カ所にて実施）
.............岩⼿手県:� 陸陸前⾼高⽥田市

宮城県:� ⽯石巻市、東松島市、南三陸陸町、⼥女女川町、名取市、�
� 岩沼市、塩竈市、� 多賀城市、亘理理町、⼭山元町

.............福島県:� 新地町

これからの活動
福島の⼦子どもサポート
福島県相双地区へのソフトトイのお届け
イケアは毎年年12⽉月にユニセフとセーブ・ザ・チルドレンがおこな
うの⼦子どもの教育向上のプログラムに協⼒力力するため、グローバル・
チャリティー「ソフトトイ・キャンペーン」をおこなっておりま
す。震災後⽇日本においては、チャリティーで購⼊入いただいたソフト
トイ本体を東北北の⼦子どもたちに送るキャンペーンを同時におこなっ
ております。
2012年年は現在残っている福島県相双地区・避難地区の⼦子どもたち
全員にソフトトイを社員より直接お届けしました。
（計47施設に訪問、2803名へお渡し）

2013年年度度実施内容の決定
現地での状況やニーズを把握し、  2013年年度度は、「Happy  Play  
Bus（ハッピー・プレイバス）」によるを福島の⼦子どもたちへの⽀支
援として6⽉月より11⽉月までの実施いたします。震災後、ひきつづき
⼦子どもの成⻑⾧長に不不可⽋欠である、からだ遊びを中⼼心とする遊びの機会
場が不不⾜足していることに、⾮非常に強い危機感を感じております。弊
社のささやかな⽀支援活動により、少しでも、健やかな⼦子どもたちの
成⻑⾧長へサポートさせていただければ、⼤大変うれしく思います
プログラム実施予定エリア
福島県相双地区・避難地区（関東を含む）・福島県内外の⼦子育てサ
ークル・遊びサークル
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埼⽟玉県加須市  双葉葉町避難所での活動
（2013年年4⽉月実施）

2012年年12⽉月 　ソフトトイのお届け



イケア・ジャパン株式会社
会社名：� イケア・ジャパン株式会社
住所：� 273-‐‑‒0012 　千葉葉県船橋市浜町2-‐‑‒3-‐‑‒30
代表者名：� 代表取締役  ミカエル・パルムクイスト
設⽴立立年年⽉月⽇日：� 2002年年7⽉月1⽇日
国内事業書：� 国内6店舗（2013年年5⽉月現在、⽀支援⽬目的店舗IKEA仙台ミニショップを除く）

IKEA船橋、IKEA港北北、IKEA新三郷、IKEA鶴浜、IKEA神⼾戸、IKEA福岡新宮
IKEA⽴立立川（2014年年春オープン予定）、IKEA仙台（2014年年内オープン予定）

海外事業所：� 世界26カ国、343店舗（2013年年5⽉月現在）

東⽇日本こどもプロジェクト
プロジェクト・リーダー：� 北北野陽⼦子（IKEA仙台ミニショップマネジャー）
プロジェクト・コーディネーター：� 中⼭山弘⼦子
連絡先：� IKEA仙台ミニショップ（⽀支援⽬目的店舗）

981-‐‑‒3205  宮城県仙台市泉区紫⼭山1-‐‑‒1-‐‑‒4
022-‐‑‒377-‐‑‒5952（IKEA仙台ミニショップ代表番号）
080-‐‑‒2674-‐‑‒1977（中⼭山直通）
ejpcp.jp@ikea.com,  hiroko.nakayama@ikea.com
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